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理科で鼠弓豊かな翠

私たちた：， 1）＼午学校の理科学吉ぞ沼 L-c－，子どもが白保心事象と比主人そっ悼

と感じた iつ疑問を見lづけたりして その疑問！」対して年齢け応じた課題を設定lヲ
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と しながら考えを変認させていっ

（附属小学校での取り から）

〈メダカとヒ卜のだんじょうの学習から i小学 5年〉

。最後， A君が言ったように今私はマアジの方が有利だと思ったけど．メダカが有利だと思う人の

意見を聞くとそうだだあと思っけどフケアジの方が1,＼いと思う人（土）意見を聞くとやっぱりヴアジ
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I 〈光の屈折（浮かび上がって見えろ椀心中のコイン〉の宇習から：中学 i
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然事象についての正しし市日識や概念が形成されていっ

では，課題について班活動の場で互いの意見をまとめ，ホワ f卜

ボードを使って発表している。右のアンケートから，班活動によっ

て 4 人ひとりの子どもの表現の場が保障され，

ることにより班の学びが教師によってつながれ9

びとなることがわかる。子どもは、発達段階に応じ

いの中でq 自然現象について学級全体で、共有した

し論理的な処理を行いながらヲ自

していきフ他者のよさに気づきながら新し

してしぺ豊かな学びを構築していくことができ

】やの

についてのけ年聞のつm 

をc'Rのようにと。判断力，

ii 

のE型宇！にお吋るそれぞれのり冬

(2) 

子ども

このように司ある現象に対するとらえを，自分の言葉や自分なりの表現方法を使ってヲ夕、の世界に向

けて表現するときに、誰もが納得今できるような説明をするために，より思考は深まって科学的な表現と

なりョ理科として育てたいと考える「科学的思考力」が身についていくものと考えている。私たちは，

科学的に表現させることを大事にすることで科学的思考力を身にザつけさせ，科学的な認識の定着を図り笥

科学的な見方や考え方を養いたいと考えている。

どもをとらえることが可能に

個々の子どもの自然事象

2 昨年度までの研買の経緯

( 1）子どもをとらえるという視点の取り組みからわかったこと

科学的に表現していくことを大事にすることによって，様々

なった。初等部後期の理科目記や中等部の実験＠観察レポートなどによって

についての考えをとらえることができた。また号個々の子どもの考えを班や学級全体iこ対して発言した

り掲示したりする意見交換のための表現によって，工夫をしご説明をする子どもの様子や？他者の意見

を知った子どもが科学認識を広げてしtく様子をとらえることができた。自己評価シートやふりかえりな

どへの表現によって，個々の子どもの考えの変容や追求のふりかえりや新たな疑問などをとらえること

となるようI, ' 

くり

図払科学的な見方や考え方去

における教師の仕掛けが大切である。

ができた。

子どもたちの表現にはヲ見つけたことや生活経験で得た知識，あるいは，素朴な見方や考え方があり，

それらをとらえておきヲ多様な考えが出されるようなはたらきかけに生かしていくことができた。子ど

もたちは，友だちの考えからよいと思う考えを取り入れたりラ考えの違t，，から問題を明雄lこしていった

りして，科学的な見方や考え方を高めていくことにつながっていった。また，自己評価に記述したこと

を取り上げて，次の学習展開につなげることもあった。子どもが抱く疑問点の中にはヲ深く学習内容を

理解した上での疑問があり 9 思考の深まりをとらえることができた。

このように，子どものとらえを教師が正確にとらえておくことによって，単元構成の中での意図的な

はたらきかけをして学びを計画的につないでいくことができた。子どもをとらえることは，単元学習を

進めていく上で大変重要なことであることがわかった。

(2）理科における思考力＠判断力 ω

私たちはヲ「自然の事物＠現象について，実証的な

見方により，論理的に処理しヲ事実を体系的に整理す

る力」を「科学的思考力」とした。「判断力」はヲ科

学的思考により具体的に行動をするときに必要で、ある。

例えば，観察．実験などから得られた事実を客観的に

とらえ，実験や観察の妥当性をふりかえり次の追求に

生かしていくようなときや，科学的な知識や概念を日常生活や社会で活用するときにヲ必要な力となる。

また，自然現象の中で事実を把握し，原因や関連性を分析9 類Jtt解釈して，科学的な根拠に基づいて，

自分の言葉ゃ図で記述したり？説明したりする力をー科学的な表現力とした。そして。思考力 a 判断力。

表現力は互いに関係しあって伴って育成される力であると考えている。折しも9 今年 3月24日中央教育

となっ

与をめさ？していきた

によって7える「

83 

らの「児童生徒の学習評髄の在り方について（報告〕」

における児童生徒の学習評価及

思考＠判断したことを？その内容

動表現」
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をとらえ，自分自身の追求をふりかえりながら学び合いによる自己の変容を認識することができる。ま

活用場面を構想したり，イメージ図やそデノレ図を使うなど科学的に表現世る活動を充実させたりし

していえ学習過程において．思考力＠判断力。表現力を育成していきたL'o 

いを可能にする

理科の学習の課題には9 実験。蹴｝ftの方；去を考えるような課題やヲ結果を予測するよつな

⑩観察の結果から考察する課題もおる。これらの課題を解決する過程においてヲ単元全体の自

について問題解決ができるものと考える。学び合しtのための課題設定については，課題を解決する

欲が！喚起されるように勺子どもが課題解決の見通しをもつことができ？その解決に当たってq 意見が分

かれることが予測できヲ学級で力を台わせることによって解決できる課題（最近接領域）がよいと考え

ている。これにより p 多様な意見を共有することで個々の追求の間い直しをすることができ，学級全体

で力を合わせて解決するときに思考力＠判断力＠表現力が高まると考える。このような課題を設定する

に当たって D 発達段階を考慮することや既習事項をふまえておぐことはもとよりヲ子どもの

調査することや7 それぞれの学習段階で子ど、もの科苧F認識をとらえておくことが重要になる。子どもはヲ

理科目記や実験＠観察 Lポートやふりかえりやホワ '1、トボードなどへの記述による表現，班の話し

ゃ学級全体での話し合いによる発言による表現iiど，様々な方法で自分の考えを表現する。これらの子

どもの表現によってつ教師は子どもの思考の深まりや科学認識の変容をとらえることができる。最近接

領域の課題は，子どもにとって解決することにある程度の困難さがあるがラ l読習事項や実験＠観察によ

る事実などと関連づ、げて解決の見通しをもつことができればフ課題解決の意欲にもつながるであろう。

③学び合いの場面でのはたらさ：

思考力＠判断力。表現力を育成するための学び合いの場面ではヲ互いの意見を比較させたり関連させ

たりするための発問を工夫し，思考が拡散してーから収束するような教師のはたらきかけが必要である。

教師は，子どもの意見を受け入れながら子どもの考えをつなぎ，子どもの思考を深めていくようにする。

子どもの発言に対してはう評価するのではなく

リボイシング（再声化〉と言われる発話が大切

理科の学習においては右に示すような教師

によって，子どもは思考を深める。教舗

が復唱したり要約したり引用したりすることに

よってラ子どもは自分とは違う意見への葛藤や

受容を認識し，自分の考えをより明確にしてい

く。科学的な知識や概念を収束させるには，科

に基づいて長点化させたり 9 課題解決のための視点を与えることが大切で、あると考えている。

どもの多様な意見の中で何が問題かを明確にして，子どもの気づきにようて最後は共通の科学的な知識

や概念になっていくようにしていきたし＇ o

ん

ん

て

また，

理科の学び合いの場面におけるリボイシングの例

翻実証的な見方をうながす発話

「00さんの意見は，この現象から考えたことだね。」

i身近な生活のCJJでヲよくあることなんだね。」 など

轍論康的な処浬をうながす発話

「2つの結果を比較すると，。つなんだね。」

「つまり D 条件が違うから結果が違うんだね。」

翻体系的な整理をうながす発話

「このモデル図t±，この現象を意味しているんだね。」

「見方を変えると網こんなことも考えられるんだね。」など

など

に，

に迫ることが

ってきた。初等部後期ではフ子ど

目する視点在・しぼりヲ 日分の立場を明

子どものつまづきを打開する科学的な見

るつ

ヰ 成果と課題

成果として，学び合いの場面でヲ子どもの科学認識の向を変容否せれ

できるかの視点を見極めることが重要むことであるであることがわ

えを主張する整理されない話し

てし

美里

4ナ

高橋

あった。

ると I，＇う以 ！こら逗かけ

! ＼のi君子吾をどのように評価してし、く
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